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※
広
告
内
容
と
北
九
州
市
と
は
直
接
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。
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保健福祉の情報をお伝えします

すこやかハート北九州5

♥保健福祉局保健所保健企画課☎522・5721

▲結核
予防週間

▲集団検診
日程表

台湾・高雄市から熊本県八代市へ
｢北九州市支援サポート便｣実施 

「北九州2043」の推進に向けて、有識者による議論を開始

このコーナーでは、北九州市の最新の取り組みや話題の出来事などをご紹介します。

♥都市戦略局都市再生課☎582・2565

　暮らしと街を次のステージへアップデートするため、次世代まちづく
りに向けた投資促進戦略「北九州2043（たたき台）」を発表しました。
　近年の企業誘致による技術・人材の集積などを好機と
捉え、「小倉ブースト」「黒崎リバイバル」を起点に民間投
資を呼び込みます。
　官民一体で、市内全体に好循環を広げていくプロジェ
クトです。

　令和8年熊本地震の発生後、熊本県・熊本市と友好関係にある
台湾・高雄市の陳其邁市長が、｢熊本のために必要な支援を提供し
たい｣との意向を示されました。
　これを契機に、高雄市と「都市間の連携強化に関する協定」を締
結している北九州市がコーディネーターとなり、高雄市の思いを八
代市へ届ける「北九州市支援サポート便」を実施しました。
　被災地で必要とされてい
る物資や水、温かい食事な
どを被災された皆さんにお
届けしました。

9
月
24
〜
30
日
は
結
核
予
防
週
間
で
す

　

1
年
に
1
回
、結
核
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

 

　

結
核
は
、今
で
も
全
国
で
１
万
人
以
上
の
患
者
が

報
告
さ
れ
、約
１
4
０
０
人
が
命
を
落
と
し
て
い
る

感
染
症
で
す
。昨
年
は
市
内
で
91
人
が
新
た
に
結
核

と
診
断
さ
れ
ま
し
た
。特
に
、70
歳
以
上
の
患
者
が

多
く
、ま
た
若
年
層
で
は
外
国
生
ま
れ
の
患
者
の
割

合
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

結
核
は
昔
の
病
気
で
は
あ
り
ま
せ
ん

　

ほ
と
ん
ど
の
場
合
、適
切
な
治
療
を
受
け
る
こ
と

で
治
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。医
師
の
指
示
を
守
り
、

治
療
が
完
了
す
る
ま
で
、き
ち
ん
と
薬
を
飲
み
続
け

る
こ
と
が
最
も
重
要
で
す
。

結
核
に
か
か
っ
た
場
合

●
1
歳
に
な
る
ま
で
に
B
C
G
予
防
接
種
を

　

乳
幼
児
は
抵
抗
力
が
弱
く
、感
染
す
る
と
重

症
化
し
や
す
い
た
め
、1
歳
に
な
る
ま
で
に

B
C
G
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

市
で
は
、40
歳
以
上
を
対
象
に
、無
料
の「
結

核・肺
が
ん
検
診（
胸
部
エ
ッ
ク
ス
線
検
査
）」を
市

民
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
行
っ
て
い
ま
す
。詳
し
く
は

各
区
役
所
健
康
相
談
コ
ー
ナ
ー
へ
♥

を
。

結
核
を
予
防
・
早
期
発
見
し
よ
う

　キックオフとなる「第1回次世代まちづくり構想
会議」を8月24日に開催しました。
　今後の会議では、北九州市が目指す
方向性や重点プロジェクトなどを議論し
ていきます。

第1回次世代まちづくり構想会議を開催しました

「北九州2043」って？

♥政策局国際政策課
　☎582・2146

▲詳細は
コチラ

●
自
覚
症
状
が
な
く
て
も
定
期
的
に
検
診
を

　

感
染
し
て
間
も
な
い
時
期
は
症
状
が
目
立
た
な
い

こ
と
が
多
い
た
め
、特
に
小
児
や
高
齢
者
で
は
気
づ

か
な
い
う
ち
に
進
行
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

結
核
の
症
状

　

次
の
よ
う
な
症
状
が
あ
る
と
き
に
は
、早
め
に
医

療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

●
痰
の
か
ら
む
咳
・
微
熱
・
体
の
だ
る
さ
が
２
週

間
以
上
続
い
て
い
る

●
体
重
の
減
少

た
ん知

っ
て
い
ま
す
か
？ 

「
医
療
的
ケ
ア
児
」

▲レスパイト
事業

▲コーディネーター
について

＊

保
健
福
祉
局
障
害
者
支
援
課
☎
5
8
2
・
2
4
2
4

用
時
間
に
上
限
あ
り
）。詳
細
は
、ご
利
用
の
訪
問
看

護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
か
障
害
者
支
援
課
☎
5
8
2
・

2
4
2
4
へ
♥

を
。

　

医
療
的
ケ
ア
児
へ
の
支
援
に
は
、医
療
・
福
祉
・
教

育
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
機
関
が
関
わ
り
ま
す
。
ま

た
、必
要
な
支
援
は
、成
長
段
階
に
応
じ
て
変
わ
り

ま
す
。そ
の
た
め
、専
門
知
識
を
生
か
し
、必
要
な

サ
ー
ビ
ス
を
総
合
的
に
調
整
す
る「
医
療
的
ケ
ア
児

等
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」を
総
合
療
育
セ
ン
タ
ー
内

に
配
置
し
て
い
ま
す
。詳
細
は
、総
合
療
育
セ
ン
タ
ー

地
域
支
援
室
☎
9
2
2・6
8
8
6
へ
♥

を
。

医
療
的
ケ
ア
児
等
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
配
置

　

レ
ス
パ
イ
ト
と
は
、「
休
息
」「
息
抜
き
」な
ど
を
意

味
し
ま
す
。日
頃
か
ら
医
療
的
ケ
ア
児
等
を
支
え
る

ご
家
族
な
ど
が
、一
時
的
に
休
息
を
取
れ
る
よ
う
、健

康
保
険
が
適
用
さ
れ
る
時
間
を
超
え
て
訪
問
看
護

を
利
用
し
た
場
合
の
費
用
を
助
成
し
て
い
ま
す（
利

医
療
的
ケ
ア
児
レ
ス
パ
イ
ト
事
業

　
「
医
療
的
ケ
ア
児
」と
は
、「
日
常
生
活
及
び
社
会
生

活
を
営
む
た
め
に
恒
常
的
に
医
療
的
ケ
ア
を
受
け
る

こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
児
童
」と
定
義
さ
れ
て
い
ま

す
。全
国
で
２
万
人
以
上
、北
九
州
市
で
は
約
２
０
０

人（
推
計
）の
医
療
的
ケ
ア
児
が
、日
常
生
活
の
中
で

人
工
呼
吸
器
や
痰
の
吸
引
な
ど
、医
療
的
な
サ
ポ
ー

ト
を
受
け
な
が
ら
在
宅
で
生
活
し
て
い
ま
す
。

　

医
療
的
ケ
ア
児
と
そ
の
ご
家
族
の
皆
さ
ん
が
、住

み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
生
活
す
る
た
め
に
、社

会
全
体
で
支
え
合
う
こ
と
が
大
切
で
す
。北
九
州
市

で
は
、支
援
事
業
を
次
の
通
り
実
施
し
て
い
ま
す
。

た
ん


